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⼤気汚染防⽌法による⽴⼊検査、⾏政指導等の件数

複製・転載を禁止します。



事前調査報告の⾒⽅ ポイント1 吹付け⽯綿に注意︕

吹付け⽯綿

3

事前調査報告の⾒⽅ ポイント1 吹付け⽯綿に注意︕

吹付け⽯綿 ⽯綿とセメントを⼯場で混合、ほとんどが⽯綿含有率60％以上
1975年まで施⼯

4

複製・転載を禁止します。



① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

保温材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

煙突断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用折版断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

仕上塗材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレート波板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレートボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用化粧スレート ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

けい酸カルシウム板第１種 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

押出成形セメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

パルプセメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ビニル床タイル ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

窯業系サイディング ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

石膏ボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ロックウール吸音天井板 ① ☑ ② □ ③ □ ④ ☑ ⑤ □

その他の材料 ① ☑ ② ☑ ③ ☑ ④ □ ⑤ ☑

備考 1

2

3

4

5

6

7

方 法 が 複 数 あ る 場 合 は 、 そ の 全 て の 箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

※ 印 の 欄 に は 、 記 載 し な い こ と 。

報 告 書 の 用 紙 の 大 き さ は 、 図 面 、 表 等 や む を 得 な い も の を 除 き 、 日 本 産 業 規 格

Ａ ４ と す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 の 欄 は 、 大 気 汚 染 防 止 法 施 行 規 則 第 16 条 の ５ 第 ３ 号 の 規 定 に

よ り 解 体 等 工 事 が 特 定 工 事 に 該 当 す る も の と み な し て 、 大 気 汚 染 防 止 法 及 び こ れ

に 基 づ く 命 令 中 の 特 定 工 事 に 関 す る 措 置 を 講 ず る 場 合 に つ い て は み な し の 箇 所 に

印 を 付 す こ と 。

特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、 該 当 す る 事 前 調 査 の

該 当 す る 場 合 は 一 戸 建 て 等 に 印 を 付 す と と も に 、 同 規 程 に 基 づ く 講 習 の 実 施 機 関

の 名 称 を 記 載 し 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 及 び 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

査 者 と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る 者 と 認 め ら れ る 者 に 該 当 す る 場 合 は 、 そ の 他 に 記

し を 付 す と と も に 、 こ れ を 明 ら か に す る 事 項 を 記 載 す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 及 び 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、

解 体 等 工 事 の 対 象 と な る 建 築 物 等 に 使 用 さ れ て い る 全 て の 建 築 材 料 に つ い て 該 当

工 事 の 場 合 に 記 載 す る こ と 。

講 習 実 施 機 関 の 名 称 の 欄 に は 、 書 面 に よ る 調 査 及 び 目 視 に よ る 調 査 を 行 わ せ た

者 が 、 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 講 習 登 録 規 程 （ 平 成 30 年 厚 生 労 働 省 ・ 国 土 交

通 省 ・ 環 境 省 告 示 第 １ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査

者 に 該 当 す る 場 合 は 一 般 、 同 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者

に 該 当 す る 場 合 は 特 定 、 同 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 一 戸 建 て 等 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 に

□ □ ☑

解 体 の 作 業 の 対 象 と な る 床 面 積 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 解 体 作 業 を 伴 う 建 設 工 事

の 場 合 、 解 体 、 改 造 又 は 補 修 の 作 業 の 請 負 代 金 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 改 造 若 し く

は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設 工 事 又 は 工 作 物 の 解 体 、 改 造 若 し く は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設

□ □ □

□ □ ☑

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ ☑ □

耐火被覆材（吹付け材を除き 、 けい 酸カルシウム

板 第２種を含む 。
□ □ □

□ □ □

□ □

①目視　②設計図書等（④を除く。）

③分析　④建築材料製造者による証明　⑤建築材料の製造年月日

吹付け材 □ □ □

□ □ □

建 築 材 料 の 種 類

事 前 調 査 の 結 果 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 判 断 の 根 拠

石綿有 みなし 石綿無

箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

□ □ □

□

✓ ✓ ✓

事例 1

様式第３の４ 資料1

事前調査結果報告書

都道府県知事 年 月 日

市　 長

報告者

電話番号

ステータス：　下書き

自 年 10 月 01 日 ※整理番号

至 年 12 月 20 日 ※受理年月日 年 月 日

年 04 月 05 日 特定粉じん排出等作業の開始時期 年 10 月

耐火： ( )

構造： ( )

延べ面積： ( ) ㎡

階層（地上/地下）： ( 3 / 0 ) 階

その他工作物：

㎡
※備　 考

億

年 08 月 25 日

（ ）

耐火

1970
建築物などの設置の工事に着手した

年月日

分析による調査を行つた者の氏名及

び所属する機関又は法人の名称

分析による調査を行つた箇所
全館

書面による調査及び目視による調査

を 行つた者

氏　 名
調査めぐみ

講習実施機関の名称

日本環境衛生センター

建築物等の概要

株式会社〇〇環境分析

※審査結果

2023

一般

1500

560

2023

2023

560

S造

万円

解体等工事の発注者の氏名

又は名称及び住所並びに法人

にあつては、その代表者の氏名

〇〇商事株式会社

殿

事 前 調 査 の 結 果 に つ い て 、 大 気 汚 染 防 止 法 第 18 条 の 15 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 、 次 の と お

り 報 告 し ま す 。

分析たかし

解体の作業の対象となる床面積の合計

解体、改造又は補修の作業の請負代金

の合計

事前調査を終了した年月日

解体等工事の概要 〇〇ビル解体工事

解体等工事の実施の期間

解体等工事の場所 東京都千代田区神田三崎町2−13−1

解体等工事の名称 〇〇ビル解体工事

2023

5

事前調査報告の⾒⽅ ポイント1 吹付け⽯綿に注意︕

吹付け⽯綿 ⽯綿とセメントを⼯場で混合、⽯綿含有率60％以上
1975年まで施⼯

6

複製・転載を禁止します。



事前調査報告の⾒⽅ ポイント1 吹付け⽯綿に注意︕

①吹付け耐⽕被覆

吹付け⽯綿の⽤途
①耐⽕建築物等の吹付け耐⽕被覆
②要求性能

②要求性能（防⾳）

鉄⾻に耐⽕被覆を施⼯することにより、
耐⽕建築物にする。建築基準法の規制。

7

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

保温材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

煙突断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用折版断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

仕上塗材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレート波板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレートボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用化粧スレート ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

けい酸カルシウム板第１種 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

押出成形セメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

パルプセメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ビニル床タイル ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

窯業系サイディング ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

石膏ボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ロックウール吸音天井板 ① ☑ ② □ ③ □ ④ ☑ ⑤ □

その他の材料 ① ☑ ② ☑ ③ ☑ ④ □ ⑤ ☑

備考 1

2

3

4

5

6

7

方 法 が 複 数 あ る 場 合 は 、 そ の 全 て の 箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

※ 印 の 欄 に は 、 記 載 し な い こ と 。

報 告 書 の 用 紙 の 大 き さ は 、 図 面 、 表 等 や む を 得 な い も の を 除 き 、 日 本 産 業 規 格

Ａ ４ と す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 の 欄 は 、 大 気 汚 染 防 止 法 施 行 規 則 第 16 条 の ５ 第 ３ 号 の 規 定 に

よ り 解 体 等 工 事 が 特 定 工 事 に 該 当 す る も の と み な し て 、 大 気 汚 染 防 止 法 及 び こ れ

に 基 づ く 命 令 中 の 特 定 工 事 に 関 す る 措 置 を 講 ず る 場 合 に つ い て は み な し の 箇 所 に

印 を 付 す こ と 。

特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、 該 当 す る 事 前 調 査 の

該 当 す る 場 合 は 一 戸 建 て 等 に 印 を 付 す と と も に 、 同 規 程 に 基 づ く 講 習 の 実 施 機 関

の 名 称 を 記 載 し 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 及 び 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

査 者 と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る 者 と 認 め ら れ る 者 に 該 当 す る 場 合 は 、 そ の 他 に 記

し を 付 す と と も に 、 こ れ を 明 ら か に す る 事 項 を 記 載 す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 及 び 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、

解 体 等 工 事 の 対 象 と な る 建 築 物 等 に 使 用 さ れ て い る 全 て の 建 築 材 料 に つ い て 該 当

工 事 の 場 合 に 記 載 す る こ と 。

講 習 実 施 機 関 の 名 称 の 欄 に は 、 書 面 に よ る 調 査 及 び 目 視 に よ る 調 査 を 行 わ せ た

者 が 、 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 講 習 登 録 規 程 （ 平 成 30 年 厚 生 労 働 省 ・ 国 土 交

通 省 ・ 環 境 省 告 示 第 １ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査

者 に 該 当 す る 場 合 は 一 般 、 同 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者

に 該 当 す る 場 合 は 特 定 、 同 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 一 戸 建 て 等 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 に

□ □ ☑

解 体 の 作 業 の 対 象 と な る 床 面 積 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 解 体 作 業 を 伴 う 建 設 工 事

の 場 合 、 解 体 、 改 造 又 は 補 修 の 作 業 の 請 負 代 金 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 改 造 若 し く

は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設 工 事 又 は 工 作 物 の 解 体 、 改 造 若 し く は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設

□ □ □

□ □ ☑

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ ☑ □

耐火被覆材（吹付け材を除き 、 けい 酸カルシウム

板 第２種を含む 。
□ □ □

□ □ □

□ □

①目視　②設計図書等（④を除く。）

③分析　④建築材料製造者による証明　⑤建築材料の製造年月日

吹付け材 □ □ □

□ □ □

建 築 材 料 の 種 類

事 前 調 査 の 結 果 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 判 断 の 根 拠

石綿有 みなし 石綿無

箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

□ □ □

□

様式第３の４ 資料1

事前調査結果報告書

都道府県知事 年 月 日

市　 長

報告者

電話番号

ステータス：　下書き

自 年 10 月 01 日 ※整理番号

至 年 12 月 20 日 ※受理年月日 年 月 日

年 04 月 05 日 特定粉じん排出等作業の開始時期 年 10 月

耐火： ( )

構造： ( )

延べ面積： ( ) ㎡

階層（地上/地下）： ( 3 / 0 ) 階

その他工作物：

㎡
※備　 考

億

年 08 月 25 日

（ ）

耐火

1970
建築物などの設置の工事に着手した

年月日

分析による調査を行つた者の氏名及

び所属する機関又は法人の名称

分析による調査を行つた箇所
全館

書面による調査及び目視による調査

を 行つた者

氏　 名
調査めぐみ

講習実施機関の名称

日本環境衛生センター

建築物等の概要

株式会社〇〇環境分析

※審査結果

2023

一般

1500

560

2023

2023

560

S造

万円

解体等工事の発注者の氏名

又は名称及び住所並びに法人

にあつては、その代表者の氏名

〇〇商事株式会社

殿

事 前 調 査 の 結 果 に つ い て 、 大 気 汚 染 防 止 法 第 18 条 の 15 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 、 次 の と お

り 報 告 し ま す 。

分析たかし

解体の作業の対象となる床面積の合計

解体、改造又は補修の作業の請負代金

の合計

事前調査を終了した年月日

解体等工事の概要 〇〇ビル解体工事

解体等工事の実施の期間

解体等工事の場所 東京都千代田区神田三崎町2−13−1

解体等工事の名称 〇〇ビル解体工事

2023

✓ ✓ ✓

事前調査報告の見方 ポイント 1 吹付け石綿に注意！

1975年以前着工

耐火建築物

S造

事例 1

1970年施工の吹付け耐火被覆で石綿含有なしは不自然

8

複製・転載を禁止します。



様式第３の４ 資料1

事前調査結果報告書

都道府県知事 年 月 日

市　 長

報告者

電話番号

ステータス：　下書き

自 年 10 月 01 日 ※整理番号

至 年 12 月 20 日 ※受理年月日 年 月 日

年 04 月 05 日 特定粉じん排出等作業の開始時期 年 10 月

耐火： ( )

構造： ( )

延べ面積： ( ) ㎡

階層（地上/地下）： ( 3 / 0 ) 階

その他工作物：

㎡
※備　 考

億

年 08 月 25 日

（ ）

その他

1970
建築物などの設置の工事に着手した

年月日

分析による調査を行つた者の氏名及

び所属する機関又は法人の名称

分析による調査を行つた箇所
全館

書面による調査及び目視による調査

を 行つた者

氏　 名
調査めぐみ

講習実施機関の名称

日本環境衛生センター

建築物等の概要

株式会社〇〇環境分析

※審査結果

2023

一般

1500

560

2023

2023

150

S造

万円

解体等工事の発注者の氏名

又は名称及び住所並びに法人

にあつては、その代表者の氏名

〇〇商事株式会社

殿

事 前 調 査 の 結 果 に つ い て 、 大 気 汚 染 防 止 法 第 18 条 の 15 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 、 次 の と お

り 報 告 し ま す 。

分析たかし

解体の作業の対象となる床面積の合計

解体、改造又は補修の作業の請負代金

の合計

事前調査を終了した年月日

解体等工事の概要 〇〇ビル解体工事

解体等工事の実施の期間

解体等工事の場所 東京都千代田区神田三崎町2−13−1

解体等工事の名称 〇〇ビル解体工事

2023

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

保温材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

煙突断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用折版断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

仕上塗材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレート波板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレートボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用化粧スレート ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

けい酸カルシウム板第１種 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

押出成形セメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

パルプセメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ビニル床タイル ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

窯業系サイディング ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

石膏ボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ロックウール吸音天井板 ① ☑ ② □ ③ □ ④ ☑ ⑤ □

その他の材料 ① ☑ ② ☑ ③ ☑ ④ □ ⑤ ☑

備考 1

2

3

4

5

6

7

方 法 が 複 数 あ る 場 合 は 、 そ の 全 て の 箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

※ 印 の 欄 に は 、 記 載 し な い こ と 。

報 告 書 の 用 紙 の 大 き さ は 、 図 面 、 表 等 や む を 得 な い も の を 除 き 、 日 本 産 業 規 格

Ａ ４ と す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 の 欄 は 、 大 気 汚 染 防 止 法 施 行 規 則 第 16 条 の ５ 第 ３ 号 の 規 定 に

よ り 解 体 等 工 事 が 特 定 工 事 に 該 当 す る も の と み な し て 、 大 気 汚 染 防 止 法 及 び こ れ

に 基 づ く 命 令 中 の 特 定 工 事 に 関 す る 措 置 を 講 ず る 場 合 に つ い て は み な し の 箇 所 に

印 を 付 す こ と 。

特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、 該 当 す る 事 前 調 査 の

該 当 す る 場 合 は 一 戸 建 て 等 に 印 を 付 す と と も に 、 同 規 程 に 基 づ く 講 習 の 実 施 機 関

の 名 称 を 記 載 し 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 及 び 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

査 者 と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る 者 と 認 め ら れ る 者 に 該 当 す る 場 合 は 、 そ の 他 に 記

し を 付 す と と も に 、 こ れ を 明 ら か に す る 事 項 を 記 載 す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 及 び 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、

解 体 等 工 事 の 対 象 と な る 建 築 物 等 に 使 用 さ れ て い る 全 て の 建 築 材 料 に つ い て 該 当

工 事 の 場 合 に 記 載 す る こ と 。

講 習 実 施 機 関 の 名 称 の 欄 に は 、 書 面 に よ る 調 査 及 び 目 視 に よ る 調 査 を 行 わ せ た

者 が 、 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 講 習 登 録 規 程 （ 平 成 30 年 厚 生 労 働 省 ・ 国 土 交

通 省 ・ 環 境 省 告 示 第 １ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査

者 に 該 当 す る 場 合 は 一 般 、 同 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者

に 該 当 す る 場 合 は 特 定 、 同 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 一 戸 建 て 等 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 に

□ □ ☑

解 体 の 作 業 の 対 象 と な る 床 面 積 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 解 体 作 業 を 伴 う 建 設 工 事

の 場 合 、 解 体 、 改 造 又 は 補 修 の 作 業 の 請 負 代 金 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 改 造 若 し く

は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設 工 事 又 は 工 作 物 の 解 体 、 改 造 若 し く は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設

□ □ □

□ □ ☑

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ ☑ □

耐火被覆材（吹付け材を除き 、 けい 酸カルシウム

板 第２種を含む 。
□ □ □

□ □ □

□ □

①目視　②設計図書等（④を除く。）

③分析　④建築材料製造者による証明　⑤建築材料の製造年月日

吹付け材 □ □ □

□ □ □

建 築 材 料 の 種 類

事 前 調 査 の 結 果 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 判 断 の 根 拠

石綿有 みなし 石綿無

箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

□ □ □

□

（準）防火地域かどうか

延べ面積と階数から（準）
耐火建築物かどうかを判断

事前調査報告の見方 ポイント 1 吹付け石綿に注意！事例 2

S造の耐火建築物で吹付け耐火被覆がないのは不自然

9

事前調査報告の⾒⽅ ポイント1 吹付け⽯綿等（レベル1）に注意︕

吹付けロックウール（乾式、半乾式） ⽯綿含有率5％以下
1987年まで製造だが、ほとんどは1980年までに製造
⽤途は吹付け⽯綿と同じ。 ⽯綿含有なしの製品の⽅が多い。

①吹付け耐⽕被覆 ②要求性能（防⾳）

10

複製・転載を禁止します。



事前調査報告の⾒⽅ ポイント1 吹付け⽯綿等（レベル1）に注意︕

吹付け耐⽕被覆の確認の⽅法

点検⼝から確認

11

事前調査報告の⾒⽅ ポイント1 吹付け⽯綿等（レベル1）に注意︕

吹付け耐⽕被覆の確認の⽅法

機械室、ポンプ室等で確認 エレベーターの隙間から上部を⽬視で確認

12

複製・転載を禁止します。



事前調査報告の⾒⽅ ポイント1 吹付け⽯綿に注意︕

⻘い吹付け
=吹付けクロシドライト

13

事前調査報告の⾒⽅ ポイント1 吹付け⽯綿に注意︕

吹付けアモサイト
吹付けクリソタイル

01　吹付け石綿（吹付けアモサイト）
現場

カメラ接写

実体顕微鏡

偏光顕微鏡

分析上の特徴：吹付け石綿は1975年以前に建物に施工され、吹付けアモサイトは茶または灰色の綿状の吹付
け材。鉄骨造の建物の鉄骨とプレート部分に施工されていることが多いが、鉄筋コンクリート造でも壁面、
天井面に施工されてることがある。木造の建物への施工はほとんどない。アモサイトは茶色または灰色の直
線的な微細な繊維の束で、形状、長さ、束の太さが不規則。石綿以外の成分はセメントのみ。石綿含有率は
通常50％以上。

【掲示資料10-1】

 

 禁無断複製 90 

第 2 講座 

和 29）年以前は輸入材が使用されている可能性があるため、石綿非含有と判定すること

は危険である。各メーカーから提供されていた情報によると、表 2.12 のように石綿含有

建材の製造時期がわかっているが、メーカーによっては廃業などにより情報を公開して

いないところもあるので、最終製造年はあくまでも目安である。表 2.12 の使用時期以降

でも石綿を含有している場合があり、また吹付けロックウールは石綿不含有の製品にな5 

っても、製品名を変えずに製造・販売しているものがあるので注意が必要である。 

表 2.11 吹付け工法の種類 

 吹付け石綿 
石綿含有吹付けロックウール 

乾式吹付け 半乾式吹付け 湿式吹付け 

システム 

    

主材料 

・石綿＋セメント 

（工場にて配合） 

・水 

・石綿＋ロックウール＋

セメント（工場にて配

合） 

・水 

・石綿（注 1）＋ロック

ウール 

セメント＋水（現場にて

配合：セメントスラリ

ー） 

・石綿＋ロックウール（工

場） 

・バーミキュライトな

ど（現場配合） 

・セメント＋水 

（現場配合） 

目的（目安） 

・内装仕上げ（吸音・断

熱・結露・化粧） 

・耐火被覆 

・耐火被覆 

・内装仕上げ（吸音・断

熱・結露） 

・耐火被覆 

・内装仕上げ（吸音・断

熱・結露） 

・耐火被覆（柱・は

り） 

・耐火間仕切り壁 

吹付け可能な 

高さ（目安） 
20m 以下 20m～40m 程度 100m 程度 100m 越え 

比重 
・0.3 以上（耐火の場

合） 

・0.3 以上（耐火の場

合） 

・0.3 以上（耐火の場

合） 

・0.4～0.6（個別認定

による） 

仕上げ方法 

・木コテ押え（平、エン

ボス） 

・二層吹き（１層目と２

層目の石綿種別が異な

る）などもある 

・木コテ押え（平） 

・木コテ押え（平） 

・吹き放し 

・表面スラリーかけ 

・吹き放し 

・金コテ均し 

硬化後の表面の

硬度（目安） 
・やわらかい ・やわらかい 

・やわらかい（吹き放し

しの場合） 

・やや硬い（スラリーの場

合） 

・硬い 

硬化後の表面か

らの飛散（目

安） 

・多い ・多い 

・多い（吹きはなしの場

合） 

・やや少ない（スラリー

の場合） 

・少ない 

現在も石綿不含

有材料での施工

の有無 

・なし 

・半乾式工法での施工後

に補修用の機械として使

用される例はある 

・施工している 
・ごく一部を除きほと

んど施工されていない 

（注１）原則的には、石綿は含有されない工法だが、現実的に石綿含有の場合もあり、このような記載とした。

吹付けロックウール 14



吹付けバーミキュライト 吹付けパーライト

事前調査報告の⾒⽅ ポイント1 吹付け⽯綿等（レベル1）に注意︕

15

レベル2
⽯綿含有耐⽕被覆板
⽯綿含有煙突⽤断熱材
⽯綿含有折板裏断熱材
⽯綿含有配管保温材

⽯綿含有煙突⽤断熱材

事前調査報告の⾒⽅ ポイント2
保温材・断熱材等（レベル2）に注意︕

16

複製・転載を禁止します。



事前調査報告の⾒⽅ ポイント2 保温材・断熱材等（レベル2）に注意︕

様式第３の４ 資料1

事前調査結果報告書

都道府県知事 年 月 日

市　 長

報告者

電話番号

ステータス：　下書き

自 年 10 月 01 日 ※整理番号

至 年 12 月 20 日 ※受理年月日 年 月 日

年 04 月 05 日 特定粉じん排出等作業の開始時期 年 10 月

耐火： ( )

構造： ( )

延べ面積： ( ) ㎡

階層（地上/地下）： ( 7 / 0 ) 階

その他工作物：

㎡
※備　 考

億

年 08 月 25 日

（ ）

その他

1979
建築物などの設置の工事に着手した

年月日

分析による調査を行つた者の氏名及

び所属する機関又は法人の名称

分析による調査を行つた箇所
全館

書面による調査及び目視による調査

を 行つた者

氏　 名
調査めぐみ

講習実施機関の名称

日本環境衛生センター

建築物等の概要

株式会社〇〇環境分析

※審査結果

2023

一般

1500

560

2023

2023

3520

その他

万円

解体等工事の発注者の氏名

又は名称及び住所並びに法人

にあつては、その代表者の氏名

医療法人社団〇〇病院

殿

事 前 調 査 の 結 果 に つ い て 、 大 気 汚 染 防 止 法 第 18 条 の 15 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 、 次 の と お

り 報 告 し ま す 。

分析たかし

解体の作業の対象となる床面積の合計

解体、改造又は補修の作業の請負代金

の合計

事前調査を終了した年月日

解体等工事の概要 〇〇病院解体工事

解体等工事の実施の期間

解体等工事の場所 〇〇市〇〇町

解体等工事の名称 〇〇病院解体工事

2023

事例 3

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

保温材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

煙突断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用折版断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

仕上塗材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレート波板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレートボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用化粧スレート ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

けい酸カルシウム板第１種 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

押出成形セメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

パルプセメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ビニル床タイル ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

窯業系サイディング ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

石膏ボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ロックウール吸音天井板 ① ☑ ② □ ③ □ ④ ☑ ⑤ □

その他の材料 ① ☑ ② ☑ ③ ☑ ④ □ ⑤ ☑

備考 1

2

3

4

5

6

7

方 法 が 複 数 あ る 場 合 は 、 そ の 全 て の 箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

※ 印 の 欄 に は 、 記 載 し な い こ と 。

報 告 書 の 用 紙 の 大 き さ は 、 図 面 、 表 等 や む を 得 な い も の を 除 き 、 日 本 産 業 規 格

Ａ ４ と す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 の 欄 は 、 大 気 汚 染 防 止 法 施 行 規 則 第 16 条 の ５ 第 ３ 号 の 規 定 に

よ り 解 体 等 工 事 が 特 定 工 事 に 該 当 す る も の と み な し て 、 大 気 汚 染 防 止 法 及 び こ れ

に 基 づ く 命 令 中 の 特 定 工 事 に 関 す る 措 置 を 講 ず る 場 合 に つ い て は み な し の 箇 所 に

印 を 付 す こ と 。

特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、 該 当 す る 事 前 調 査 の

該 当 す る 場 合 は 一 戸 建 て 等 に 印 を 付 す と と も に 、 同 規 程 に 基 づ く 講 習 の 実 施 機 関

の 名 称 を 記 載 し 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 及 び 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

査 者 と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る 者 と 認 め ら れ る 者 に 該 当 す る 場 合 は 、 そ の 他 に 記

し を 付 す と と も に 、 こ れ を 明 ら か に す る 事 項 を 記 載 す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 及 び 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、

解 体 等 工 事 の 対 象 と な る 建 築 物 等 に 使 用 さ れ て い る 全 て の 建 築 材 料 に つ い て 該 当

工 事 の 場 合 に 記 載 す る こ と 。

講 習 実 施 機 関 の 名 称 の 欄 に は 、 書 面 に よ る 調 査 及 び 目 視 に よ る 調 査 を 行 わ せ た

者 が 、 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 講 習 登 録 規 程 （ 平 成 30 年 厚 生 労 働 省 ・ 国 土 交

通 省 ・ 環 境 省 告 示 第 １ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査

者 に 該 当 す る 場 合 は 一 般 、 同 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者

に 該 当 す る 場 合 は 特 定 、 同 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 一 戸 建 て 等 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 に

□ □ ☑

解 体 の 作 業 の 対 象 と な る 床 面 積 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 解 体 作 業 を 伴 う 建 設 工 事

の 場 合 、 解 体 、 改 造 又 は 補 修 の 作 業 の 請 負 代 金 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 改 造 若 し く

は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設 工 事 又 は 工 作 物 の 解 体 、 改 造 若 し く は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設

□ □ □

□ □ ☑

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ ☑ □

耐火被覆材（吹付け材を除き 、 けい 酸カルシウム

板 第２種を含む 。
□ □ □

□ □ □

□ □

①目視　②設計図書等（④を除く。）

③分析　④建築材料製造者による証明　⑤建築材料の製造年月日

吹付け材 □ □ □

□ □ □

建 築 材 料 の 種 類

事 前 調 査 の 結 果 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 判 断 の 根 拠

石綿有 みなし 石綿無

箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

□ □ □

□

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

保温材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

煙突断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用折版断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

仕上塗材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレート波板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレートボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用化粧スレート ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

けい酸カルシウム板第１種 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

押出成形セメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

パルプセメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ビニル床タイル ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

窯業系サイディング ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

石膏ボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ロックウール吸音天井板 ① ☑ ② □ ③ □ ④ ☑ ⑤ □

その他の材料 ① ☑ ② ☑ ③ ☑ ④ □ ⑤ ☑

備考 1

2

3

4

5

6

7

方 法 が 複 数 あ る 場 合 は 、 そ の 全 て の 箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

※ 印 の 欄 に は 、 記 載 し な い こ と 。

報 告 書 の 用 紙 の 大 き さ は 、 図 面 、 表 等 や む を 得 な い も の を 除 き 、 日 本 産 業 規 格

Ａ ４ と す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 の 欄 は 、 大 気 汚 染 防 止 法 施 行 規 則 第 16 条 の ５ 第 ３ 号 の 規 定 に

よ り 解 体 等 工 事 が 特 定 工 事 に 該 当 す る も の と み な し て 、 大 気 汚 染 防 止 法 及 び こ れ

に 基 づ く 命 令 中 の 特 定 工 事 に 関 す る 措 置 を 講 ず る 場 合 に つ い て は み な し の 箇 所 に

印 を 付 す こ と 。

特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、 該 当 す る 事 前 調 査 の

該 当 す る 場 合 は 一 戸 建 て 等 に 印 を 付 す と と も に 、 同 規 程 に 基 づ く 講 習 の 実 施 機 関

の 名 称 を 記 載 し 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 及 び 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

査 者 と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る 者 と 認 め ら れ る 者 に 該 当 す る 場 合 は 、 そ の 他 に 記

し を 付 す と と も に 、 こ れ を 明 ら か に す る 事 項 を 記 載 す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 及 び 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、

解 体 等 工 事 の 対 象 と な る 建 築 物 等 に 使 用 さ れ て い る 全 て の 建 築 材 料 に つ い て 該 当

工 事 の 場 合 に 記 載 す る こ と 。

講 習 実 施 機 関 の 名 称 の 欄 に は 、 書 面 に よ る 調 査 及 び 目 視 に よ る 調 査 を 行 わ せ た

者 が 、 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 講 習 登 録 規 程 （ 平 成 30 年 厚 生 労 働 省 ・ 国 土 交

通 省 ・ 環 境 省 告 示 第 １ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査

者 に 該 当 す る 場 合 は 一 般 、 同 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者

に 該 当 す る 場 合 は 特 定 、 同 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 一 戸 建 て 等 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 に

□ □ ☑

解 体 の 作 業 の 対 象 と な る 床 面 積 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 解 体 作 業 を 伴 う 建 設 工 事

の 場 合 、 解 体 、 改 造 又 は 補 修 の 作 業 の 請 負 代 金 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 改 造 若 し く

は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設 工 事 又 は 工 作 物 の 解 体 、 改 造 若 し く は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設

□ □ □

□ □ ☑

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ ☑ □

耐火被覆材（吹付け材を除き 、 けい 酸カルシウム

板 第２種を含む 。
□ □ □

□ □ □

□ □

①目視　②設計図書等（④を除く。）

③分析　④建築材料製造者による証明 ⑤建築材料の製造年月日

吹付け材 □ □ □

□ □ □

建 築 材 料 の 種 類

事 前 調 査 の 結 果 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 判 断 の 根 拠

石綿有 みなし 石綿無

箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

□ □ □

□
17

⽯綿含有煙突⽤断熱材 アモサイトを⾼含有率で含む製品 1964〜1991年⽯綿含有

ボイラー、発電機、焼却炉の煙突の断熱材として主にRC造の建物に施⼯

超⾼圧⽔による除去が⼀般的

事前調査報告の⾒⽅ ポイント2 保温材・断熱材等（レベル2）に注意︕

18

複製・転載を禁止します。



様式第３の４ 資料1

事前調査結果報告書

都道府県知事 年 月 日

市　 長

報告者

電話番号

ステータス：　下書き

自 年 10 月 01 日 ※整理番号

至 年 12 月 20 日 ※受理年月日 年 月 日

年 04 月 05 日 特定粉じん排出等作業の開始時期 年 10 月

耐火： ( )

構造： ( )

延べ面積： ( ) ㎡

階層（地上/地下）： ( 7 / 0 ) 階

その他工作物：

㎡
※備　 考

億

年 08 月 25 日

（ ）

耐火

1979
建築物などの設置の工事に着手した

年月日

分析による調査を行つた者の氏名及

び所属する機関又は法人の名称

分析による調査を行つた箇所
全館

書面による調査及び目視による調査

を 行つた者

氏　 名
調査めぐみ

講習実施機関の名称

日本環境衛生センター

建築物等の概要

株式会社〇〇環境分析

※審査結果

2023

一般

1500

560

2023

2023

3520

RC造

万円

解体等工事の発注者の氏名

又は名称及び住所並びに法人

にあつては、その代表者の氏名

医療法人社団〇〇病院

殿

事 前 調 査 の 結 果 に つ い て 、 大 気 汚 染 防 止 法 第 18 条 の 15 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 、 次 の と お

り 報 告 し ま す 。

分析たかし

解体の作業の対象となる床面積の合計

解体、改造又は補修の作業の請負代金

の合計

事前調査を終了した年月日

解体等工事の概要 〇〇病院解体工事

解体等工事の実施の期間

解体等工事の場所 〇〇市〇〇町

解体等工事の名称 〇〇病院解体工事

2023

事前調査報告の⾒⽅ ポイント2 保温材・断熱材等（レベル2）に注意︕事例 3

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

保温材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

煙突断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用折版断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

仕上塗材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレート波板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレートボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用化粧スレート ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

けい酸カルシウム板第１種 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

押出成形セメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

パルプセメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ビニル床タイル ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

窯業系サイディング ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

石膏ボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ロックウール吸音天井板 ① ☑ ② □ ③ □ ④ ☑ ⑤ □

その他の材料 ① ☑ ② ☑ ③ ☑ ④ □ ⑤ ☑

備考 1

2

3

4

5

6

7

方 法 が 複 数 あ る 場 合 は 、 そ の 全 て の 箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

※ 印 の 欄 に は 、 記 載 し な い こ と 。

報 告 書 の 用 紙 の 大 き さ は 、 図 面 、 表 等 や む を 得 な い も の を 除 き 、 日 本 産 業 規 格

Ａ ４ と す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 の 欄 は 、 大 気 汚 染 防 止 法 施 行 規 則 第 16 条 の ５ 第 ３ 号 の 規 定 に

よ り 解 体 等 工 事 が 特 定 工 事 に 該 当 す る も の と み な し て 、 大 気 汚 染 防 止 法 及 び こ れ

に 基 づ く 命 令 中 の 特 定 工 事 に 関 す る 措 置 を 講 ず る 場 合 に つ い て は み な し の 箇 所 に

印 を 付 す こ と 。

特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、 該 当 す る 事 前 調 査 の

該 当 す る 場 合 は 一 戸 建 て 等 に 印 を 付 す と と も に 、 同 規 程 に 基 づ く 講 習 の 実 施 機 関

の 名 称 を 記 載 し 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 及 び 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

査 者 と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る 者 と 認 め ら れ る 者 に 該 当 す る 場 合 は 、 そ の 他 に 記

し を 付 す と と も に 、 こ れ を 明 ら か に す る 事 項 を 記 載 す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 及 び 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、

解 体 等 工 事 の 対 象 と な る 建 築 物 等 に 使 用 さ れ て い る 全 て の 建 築 材 料 に つ い て 該 当

工 事 の 場 合 に 記 載 す る こ と 。

講 習 実 施 機 関 の 名 称 の 欄 に は 、 書 面 に よ る 調 査 及 び 目 視 に よ る 調 査 を 行 わ せ た

者 が 、 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 講 習 登 録 規 程 （ 平 成 30 年 厚 生 労 働 省 ・ 国 土 交

通 省 ・ 環 境 省 告 示 第 １ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査

者 に 該 当 す る 場 合 は 一 般 、 同 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者

に 該 当 す る 場 合 は 特 定 、 同 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 一 戸 建 て 等 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 に

□ □ ☑

解 体 の 作 業 の 対 象 と な る 床 面 積 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 解 体 作 業 を 伴 う 建 設 工 事

の 場 合 、 解 体 、 改 造 又 は 補 修 の 作 業 の 請 負 代 金 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 改 造 若 し く

は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設 工 事 又 は 工 作 物 の 解 体 、 改 造 若 し く は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設

□ □ □

□ □ ☑

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ ☑ □

耐火被覆材（吹付け材を除き 、 けい 酸カルシウム

板 第２種を含む 。
□ □ □

□ □ □

□ □

①目視 ②設計図書等（④を除く。）

③分析　④建築材料製造者による証明　⑤建築材料の製造年月日

吹付け材 □ □ □

□ □ □

建 築 材 料 の 種 類

事 前 調 査 の 結 果 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 判 断 の 根 拠

石綿有 みなし 石綿無

箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

□ □ □

□

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

保温材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

煙突断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用折版断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

仕上塗材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレート波板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレートボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用化粧スレート ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

けい酸カルシウム板第１種 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

押出成形セメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

パルプセメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ビニル床タイル ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

窯業系サイディング ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

石膏ボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ロックウール吸音天井板 ① ☑ ② □ ③ □ ④ ☑ ⑤ □

その他の材料 ① ☑ ② ☑ ③ ☑ ④ □ ⑤ ☑

備考 1

2

3

4

5

6

7

方 法 が 複 数 あ る 場 合 は 、 そ の 全 て の 箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

※ 印 の 欄 に は 、 記 載 し な い こ と 。

報 告 書 の 用 紙 の 大 き さ は 、 図 面 、 表 等 や む を 得 な い も の を 除 き 、 日 本 産 業 規 格

Ａ ４ と す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 の 欄 は 、 大 気 汚 染 防 止 法 施 行 規 則 第 16 条 の ５ 第 ３ 号 の 規 定 に

よ り 解 体 等 工 事 が 特 定 工 事 に 該 当 す る も の と み な し て 、 大 気 汚 染 防 止 法 及 び こ れ

に 基 づ く 命 令 中 の 特 定 工 事 に 関 す る 措 置 を 講 ず る 場 合 に つ い て は み な し の 箇 所 に

印 を 付 す こ と 。

特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、 該 当 す る 事 前 調 査 の

該 当 す る 場 合 は 一 戸 建 て 等 に 印 を 付 す と と も に 、 同 規 程 に 基 づ く 講 習 の 実 施 機 関

の 名 称 を 記 載 し 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 及 び 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

査 者 と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る 者 と 認 め ら れ る 者 に 該 当 す る 場 合 は 、 そ の 他 に 記

し を 付 す と と も に 、 こ れ を 明 ら か に す る 事 項 を 記 載 す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 及 び 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、

解 体 等 工 事 の 対 象 と な る 建 築 物 等 に 使 用 さ れ て い る 全 て の 建 築 材 料 に つ い て 該 当

工 事 の 場 合 に 記 載 す る こ と 。

講 習 実 施 機 関 の 名 称 の 欄 に は 、 書 面 に よ る 調 査 及 び 目 視 に よ る 調 査 を 行 わ せ た

者 が 、 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 講 習 登 録 規 程 （ 平 成 30 年 厚 生 労 働 省 ・ 国 土 交

通 省 ・ 環 境 省 告 示 第 １ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査

者 に 該 当 す る 場 合 は 一 般 、 同 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者

に 該 当 す る 場 合 は 特 定 、 同 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 一 戸 建 て 等 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 に

□ □ ☑

解 体 の 作 業 の 対 象 と な る 床 面 積 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 解 体 作 業 を 伴 う 建 設 工 事

の 場 合 、 解 体 、 改 造 又 は 補 修 の 作 業 の 請 負 代 金 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 改 造 若 し く

は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設 工 事 又 は 工 作 物 の 解 体 、 改 造 若 し く は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設

□ □ □

□ □ ☑

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ ☑ □

耐火被覆材（吹付け材を除き 、 けい 酸カルシウム

板 第２種を含む 。
□ □ □

□ □ □

□ □

①目視　②設計図書等（④を除く。）

③分析　④建築材料製造者による証明 ⑤建築材料の製造年月日

吹付け材 □ □ □

□ □ □

建 築 材 料 の 種 類

事 前 調 査 の 結 果 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 判 断 の 根 拠

石綿有 みなし 石綿無

箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

□ □ □

□

病院、ホテル、銀⾏、公共施設

煙突がある可能性が⾼い

1991年以前

RC造

19

事前調査報告の⾒⽅ ポイント2 保温材・断熱材等（レベル2）に注意︕

20

複製・転載を禁止します。
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21様式第３の４ 資料1

事前調査結果報告書

都道府県知事 年 月 日

市　 長

報告者

電話番号

ステータス：　下書き

自 年 10 月 01 日 ※整理番号

至 　　 年 12 月 20 日 ※受理年月日 年 月 日

　　 年 04 月 05 日 特定粉じん排出等作業の開始時期 年 10 月

耐火： ( )

構造： ( )

延べ面積： ( ) ㎡

階層（地上/地下）： ( 1 / 0 ) 階

その他工作物：

㎡
※備　 考

億

年 08 月 25 日

（ ）

その他

2000
建築物などの設置の工事に着手した

年月日

分析による調査を行つた者の氏名及

び所属する機関又は法人の名称

分析による調査を行つた箇所
全館

書面による調査及び目視による調査

を 行つた者

氏　 名
調査めぐみ

講習実施機関の名称

日本環境衛生センター

建築物等の概要

株式会社〇〇環境分析

※審査結果

2023

一般

450

560

2023

2023

850

その他

万円

解体等工事の発注者の氏名

又は名称及び住所並びに法人

にあつては、その代表者の氏名

〇〇機械製造株式会社

殿

事 前 調 査 の 結 果 に つ い て 、 大 気 汚 染 防 止 法 第 18 条 の 15 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 、 次 の と お

り 報 告 し ま す 。

分析たかし

解体の作業の対象となる床面積の合計

解体、改造又は補修の作業の請負代金

の合計

事前調査を終了した年月日

解体等工事の概要 〇〇工場解体工事

解体等工事の実施の期間

解体等工事の場所 〇〇市〇〇町1丁目

解体等工事の名称 〇〇工場解体工事

2023

事例 4

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

保温材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

煙突断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用折版断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

仕上塗材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレート波板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレートボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用化粧スレート ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

けい酸カルシウム板第１種 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

押出成形セメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

パルプセメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ビニル床タイル ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

窯業系サイディング ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

石膏ボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ロックウール吸音天井板 ① ☑ ② □ ③ □ ④ ☑ ⑤ □

その他の材料 ① ☑ ② ☑ ③ ☑ ④ □ ⑤ ☑

備考 1

2

3

4

5

6

7

方 法 が 複 数 あ る 場 合 は 、 そ の 全 て の 箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

※ 印 の 欄 に は 、 記 載 し な い こ と 。

報 告 書 の 用 紙 の 大 き さ は 、 図 面 、 表 等 や む を 得 な い も の を 除 き 、 日 本 産 業 規 格

Ａ ４ と す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 の 欄 は 、 大 気 汚 染 防 止 法 施 行 規 則 第 16 条 の ５ 第 ３ 号 の 規 定 に

よ り 解 体 等 工 事 が 特 定 工 事 に 該 当 す る も の と み な し て 、 大 気 汚 染 防 止 法 及 び こ れ

に 基 づ く 命 令 中 の 特 定 工 事 に 関 す る 措 置 を 講 ず る 場 合 に つ い て は み な し の 箇 所 に

印 を 付 す こ と 。

特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、 該 当 す る 事 前 調 査 の

該 当 す る 場 合 は 一 戸 建 て 等 に 印 を 付 す と と も に 、 同 規 程 に 基 づ く 講 習 の 実 施 機 関

の 名 称 を 記 載 し 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 及 び 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

査 者 と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る 者 と 認 め ら れ る 者 に 該 当 す る 場 合 は 、 そ の 他 に 記

し を 付 す と と も に 、 こ れ を 明 ら か に す る 事 項 を 記 載 す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 及 び 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、

解 体 等 工 事 の 対 象 と な る 建 築 物 等 に 使 用 さ れ て い る 全 て の 建 築 材 料 に つ い て 該 当

工 事 の 場 合 に 記 載 す る こ と 。

講 習 実 施 機 関 の 名 称 の 欄 に は 、 書 面 に よ る 調 査 及 び 目 視 に よ る 調 査 を 行 わ せ た

者 が 、 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 講 習 登 録 規 程 （ 平 成 30 年 厚 生 労 働 省 ・ 国 土 交

通 省 ・ 環 境 省 告 示 第 １ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査

者 に 該 当 す る 場 合 は 一 般 、 同 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者

に 該 当 す る 場 合 は 特 定 、 同 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 一 戸 建 て 等 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 に

□ □ ☑

解 体 の 作 業 の 対 象 と な る 床 面 積 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 解 体 作 業 を 伴 う 建 設 工 事

の 場 合 、 解 体 、 改 造 又 は 補 修 の 作 業 の 請 負 代 金 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 改 造 若 し く

は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設 工 事 又 は 工 作 物 の 解 体 、 改 造 若 し く は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設

□ □ □

□ □ ☑

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ ☑ □

耐火被覆材（吹付け材を除き 、 けい 酸カルシウム

板 第２種を含む 。
□ □ □

□ □ □

□ □

①目視　②設計図書等（④を除く。）

③分析　④建築材料製造者による証明　⑤建築材料の製造年月日

吹付け材 □ □ □

□ □ □

建 築 材 料 の 種 類

事 前 調 査 の 結 果 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 判 断 の 根 拠

石綿有 みなし 石綿無

箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

□ □ □

□

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

保温材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

煙突断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用折版断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

仕上塗材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレート波板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレートボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用化粧スレート ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

けい酸カルシウム板第１種 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

押出成形セメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

パルプセメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ビニル床タイル ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

窯業系サイディング ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

石膏ボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ロックウール吸音天井板 ① ☑ ② □ ③ □ ④ ☑ ⑤ □

その他の材料 ① ☑ ② ☑ ③ ☑ ④ □ ⑤ ☑

備考 1

2

3

4

5

6

7

方 法 が 複 数 あ る 場 合 は 、 そ の 全 て の 箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

※ 印 の 欄 に は 、 記 載 し な い こ と 。

報 告 書 の 用 紙 の 大 き さ は 、 図 面 、 表 等 や む を 得 な い も の を 除 き 、 日 本 産 業 規 格

Ａ ４ と す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 の 欄 は 、 大 気 汚 染 防 止 法 施 行 規 則 第 16 条 の ５ 第 ３ 号 の 規 定 に

よ り 解 体 等 工 事 が 特 定 工 事 に 該 当 す る も の と み な し て 、 大 気 汚 染 防 止 法 及 び こ れ

に 基 づ く 命 令 中 の 特 定 工 事 に 関 す る 措 置 を 講 ず る 場 合 に つ い て は み な し の 箇 所 に

印 を 付 す こ と 。

特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、 該 当 す る 事 前 調 査 の

該 当 す る 場 合 は 一 戸 建 て 等 に 印 を 付 す と と も に 、 同 規 程 に 基 づ く 講 習 の 実 施 機 関

の 名 称 を 記 載 し 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 及 び 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

査 者 と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る 者 と 認 め ら れ る 者 に 該 当 す る 場 合 は 、 そ の 他 に 記

し を 付 す と と も に 、 こ れ を 明 ら か に す る 事 項 を 記 載 す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 及 び 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、

解 体 等 工 事 の 対 象 と な る 建 築 物 等 に 使 用 さ れ て い る 全 て の 建 築 材 料 に つ い て 該 当

工 事 の 場 合 に 記 載 す る こ と 。

講 習 実 施 機 関 の 名 称 の 欄 に は 、 書 面 に よ る 調 査 及 び 目 視 に よ る 調 査 を 行 わ せ た

者 が 、 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 講 習 登 録 規 程 （ 平 成 30 年 厚 生 労 働 省 ・ 国 土 交

通 省 ・ 環 境 省 告 示 第 １ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査

者 に 該 当 す る 場 合 は 一 般 、 同 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者

に 該 当 す る 場 合 は 特 定 、 同 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 一 戸 建 て 等 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 に

□ □ ☑

解 体 の 作 業 の 対 象 と な る 床 面 積 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 解 体 作 業 を 伴 う 建 設 工 事

の 場 合 、 解 体 、 改 造 又 は 補 修 の 作 業 の 請 負 代 金 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 改 造 若 し く

は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設 工 事 又 は 工 作 物 の 解 体 、 改 造 若 し く は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設

□ □ □

□ □ ☑

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ ☑ □

耐火被覆材（吹付け材を除き 、 けい 酸カルシウム

板 第２種を含む 。
□ □ □

□ □ □

□ □

①目視　②設計図書等（④を除く。）

③分析　④建築材料製造者による証明 ⑤建築材料の製造年月日

吹付け材 □ □ □

□ □ □

建 築 材 料 の 種 類

事 前 調 査 の 結 果 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 判 断 の 根 拠

石綿有 みなし 石綿無

箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

□ □ □

□

✓✓✓✓ ✓
✓

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

保温材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

煙突断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用折版断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

仕上塗材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレート波板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレートボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用化粧スレート ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

けい酸カルシウム板第１種 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

押出成形セメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

パルプセメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ビニル床タイル ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

窯業系サイディング ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

石膏ボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ロックウール吸音天井板 ① ☑ ② □ ③ □ ④ ☑ ⑤ □

その他の材料 ① ☑ ② ☑ ③ ☑ ④ □ ⑤ ☑

備考 1

2

3

4

5

6

7

方 法 が 複 数 あ る 場 合 は 、 そ の 全 て の 箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

※ 印 の 欄 に は 、 記 載 し な い こ と 。

報 告 書 の 用 紙 の 大 き さ は 、 図 面 、 表 等 や む を 得 な い も の を 除 き 、 日 本 産 業 規 格

Ａ ４ と す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 の 欄 は 、 大 気 汚 染 防 止 法 施 行 規 則 第 16 条 の ５ 第 ３ 号 の 規 定 に

よ り 解 体 等 工 事 が 特 定 工 事 に 該 当 す る も の と み な し て 、 大 気 汚 染 防 止 法 及 び こ れ

に 基 づ く 命 令 中 の 特 定 工 事 に 関 す る 措 置 を 講 ず る 場 合 に つ い て は み な し の 箇 所 に

印 を 付 す こ と 。

特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、 該 当 す る 事 前 調 査 の

該 当 す る 場 合 は 一 戸 建 て 等 に 印 を 付 す と と も に 、 同 規 程 に 基 づ く 講 習 の 実 施 機 関

の 名 称 を 記 載 し 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 及 び 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

査 者 と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る 者 と 認 め ら れ る 者 に 該 当 す る 場 合 は 、 そ の 他 に 記

し を 付 す と と も に 、 こ れ を 明 ら か に す る 事 項 を 記 載 す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 及 び 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、

解 体 等 工 事 の 対 象 と な る 建 築 物 等 に 使 用 さ れ て い る 全 て の 建 築 材 料 に つ い て 該 当

工 事 の 場 合 に 記 載 す る こ と 。

講 習 実 施 機 関 の 名 称 の 欄 に は 、 書 面 に よ る 調 査 及 び 目 視 に よ る 調 査 を 行 わ せ た

者 が 、 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 講 習 登 録 規 程 （ 平 成 30 年 厚 生 労 働 省 ・ 国 土 交

通 省 ・ 環 境 省 告 示 第 １ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査

者 に 該 当 す る 場 合 は 一 般 、 同 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者

に 該 当 す る 場 合 は 特 定 、 同 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 一 戸 建 て 等 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 に

□ □ ☑

解 体 の 作 業 の 対 象 と な る 床 面 積 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 解 体 作 業 を 伴 う 建 設 工 事

の 場 合 、 解 体 、 改 造 又 は 補 修 の 作 業 の 請 負 代 金 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 改 造 若 し く

は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設 工 事 又 は 工 作 物 の 解 体 、 改 造 若 し く は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設

□ □ □

□ □ ☑

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ ☑ □

耐火被覆材（吹付け材を除き 、 けい 酸カルシウム

板 第２種を含む 。
□ □ □

□ □ □

□ □

①目視　②設計図書等（④を除く。）

③分析　④建築材料製造者による証明 ⑤建築材料の製造年月日

吹付け材 □ □ □

□ □ □

建 築 材 料 の 種 類

事 前 調 査 の 結 果 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 判 断 の 根 拠

石綿有 みなし 石綿無

箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

□ □ □

□
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複製・転載を禁止します。



ほとんどの成形板は2004年10⽉1⽇ 建材への⽯綿使⽤禁⽌まで⽯綿を使⽤。
スレート波板 2004年までの製品のほとんど全てに⽯綿含有

製品名 ⽯綿含有率
（％）

製品出荷量 推定⽯綿使⽤量
（トン）

製造終了
年（トン）

スレート波板 10〜15 14,355,120 1,893,405 2004

住宅屋根⽤化粧スレート 8〜15 13,582,000 1,576,020 2004

スレートボード 10〜20 5,793,797 918,803 2004

押出成形品 12 3,316,500 397,980 2004

けい酸カルシウム板（第1種） 5〜25 2,345,179 378,575 2004

サイディング 5〜15 1,579,000 132,150 2004

スラグ⽯膏板 5 1,314,844 65,743 2003

ロックウール吸⾳天井板 4 666,442 26,657 1987

パルプセメント板 5 466,400 23,320 2004

合計 43,419,282 5,412,653

⽯綿含有建築材料廃棄物量の予測量調査結果報告書 (2003年（社）⽇本⽯綿協会)を元に作成。

事前調査報告の⾒⽅ ポイント 3 ⽯綿含有の可能性が⾼い建材に注意︕
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様式第３の４ 資料1

事前調査結果報告書

都道府県知事 年 月 日

市　 長

報告者

電話番号

ステータス： 下書き

自 年 10 月 01 日 ※整理番号

至 　　 年 12 月 20 日 ※受理年月日 年 月 日

　　 年 04 月 05 日 特定粉じん排出等作業の開始時期 年 10 月

耐火： ( )

構造： ( )

延べ面積： ( ) ㎡

階層（地上/地下）： ( 1 / 0 ) 階

その他工作物：

㎡
※備　 考

億

年 08 月 25 日

（ ）

その他

2000
建築物などの設置の工事に着手した

年月日

分析による調査を行つた者の氏名及

び所属する機関又は法人の名称

分析による調査を行つた箇所
全館

書面による調査及び目視による調査

を 行つた者

氏　 名
調査めぐみ

講習実施機関の名称

日本環境衛生センター

建築物等の概要

株式会社〇〇環境分析

※審査結果

2023

一般

450

560

2023

2023

850

その他

万円

解体等工事の発注者の氏名

又は名称及び住所並びに法人

にあつては、その代表者の氏名

〇〇機械製造株式会社

殿

事 前 調 査 の 結 果 に つ い て 、 大 気 汚 染 防 止 法 第 18 条 の 15 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 、 次 の と お

り 報 告 し ま す 。

分析たかし

解体の作業の対象となる床面積の合計

解体、改造又は補修の作業の請負代金

の合計

事前調査を終了した年月日

解体等工事の概要 〇〇工場解体工事

解体等工事の実施の期間

解体等工事の場所 〇〇市〇〇町1丁目

解体等工事の名称 〇〇工場解体工事

2023

事例 4

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

保温材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

煙突断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用折版断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

仕上塗材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレート波板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレートボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用化粧スレート ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

けい酸カルシウム板第１種 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

押出成形セメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

パルプセメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ビニル床タイル ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

窯業系サイディング ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

石膏ボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ロックウール吸音天井板 ① ☑ ② □ ③ □ ④ ☑ ⑤ □

その他の材料 ① ☑ ② ☑ ③ ☑ ④ □ ⑤ ☑

備考 1

2

3

4

5

6

7

方 法 が 複 数 あ る 場 合 は 、 そ の 全 て の 箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

※ 印 の 欄 に は 、 記 載 し な い こ と 。

報 告 書 の 用 紙 の 大 き さ は 、 図 面 、 表 等 や む を 得 な い も の を 除 き 、 日 本 産 業 規 格

Ａ ４ と す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 の 欄 は 、 大 気 汚 染 防 止 法 施 行 規 則 第 16 条 の ５ 第 ３ 号 の 規 定 に

よ り 解 体 等 工 事 が 特 定 工 事 に 該 当 す る も の と み な し て 、 大 気 汚 染 防 止 法 及 び こ れ

に 基 づ く 命 令 中 の 特 定 工 事 に 関 す る 措 置 を 講 ず る 場 合 に つ い て は み な し の 箇 所 に

印 を 付 す こ と 。

特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、 該 当 す る 事 前 調 査 の

該 当 す る 場 合 は 一 戸 建 て 等 に 印 を 付 す と と も に 、 同 規 程 に 基 づ く 講 習 の 実 施 機 関

の 名 称 を 記 載 し 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 及 び 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

査 者 と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る 者 と 認 め ら れ る 者 に 該 当 す る 場 合 は 、 そ の 他 に 記

し を 付 す と と も に 、 こ れ を 明 ら か に す る 事 項 を 記 載 す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 及 び 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、

解 体 等 工 事 の 対 象 と な る 建 築 物 等 に 使 用 さ れ て い る 全 て の 建 築 材 料 に つ い て 該 当

工 事 の 場 合 に 記 載 す る こ と 。

講 習 実 施 機 関 の 名 称 の 欄 に は 、 書 面 に よ る 調 査 及 び 目 視 に よ る 調 査 を 行 わ せ た

者 が 、 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 講 習 登 録 規 程 （ 平 成 30 年 厚 生 労 働 省 ・ 国 土 交

通 省 ・ 環 境 省 告 示 第 １ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査

者 に 該 当 す る 場 合 は 一 般 、 同 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者

に 該 当 す る 場 合 は 特 定 、 同 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 一 戸 建 て 等 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 に

□ □ ☑

解 体 の 作 業 の 対 象 と な る 床 面 積 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 解 体 作 業 を 伴 う 建 設 工 事

の 場 合 、 解 体 、 改 造 又 は 補 修 の 作 業 の 請 負 代 金 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 改 造 若 し く

は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設 工 事 又 は 工 作 物 の 解 体 、 改 造 若 し く は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設

□ □ □

□ □ ☑

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ ☑ □

耐火被覆材（吹付け材を除き 、 けい 酸カルシウム

板 第２種を含む 。
□ □ □

□ □ □

□ □

①目視　②設計図書等（④を除く。）

③分析　④建築材料製造者による証明　⑤建築材料の製造年月日

吹付け材 □ □ □

□ □ □

建 築 材 料 の 種 類

事 前 調 査 の 結 果 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 判 断 の 根 拠

石綿有 みなし 石綿無

箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

□ □ □

□

⼯場、倉庫

スレート波板の⽯綿含有なしは不⾃然

2004年以前

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

保温材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

煙突断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用折版断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

仕上塗材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレート波板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレートボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用化粧スレート ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

けい酸カルシウム板第１種 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

押出成形セメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

パルプセメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ビニル床タイル ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

窯業系サイディング ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

石膏ボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ロックウール吸音天井板 ① ☑ ② □ ③ □ ④ ☑ ⑤ □

その他の材料 ① ☑ ② ☑ ③ ☑ ④ □ ⑤ ☑

備考 1

2

3

4

5

6

7

方 法 が 複 数 あ る 場 合 は 、 そ の 全 て の 箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

※ 印 の 欄 に は 、 記 載 し な い こ と 。

報 告 書 の 用 紙 の 大 き さ は 、 図 面 、 表 等 や む を 得 な い も の を 除 き 、 日 本 産 業 規 格

Ａ ４ と す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 の 欄 は 、 大 気 汚 染 防 止 法 施 行 規 則 第 16 条 の ５ 第 ３ 号 の 規 定 に

よ り 解 体 等 工 事 が 特 定 工 事 に 該 当 す る も の と み な し て 、 大 気 汚 染 防 止 法 及 び こ れ

に 基 づ く 命 令 中 の 特 定 工 事 に 関 す る 措 置 を 講 ず る 場 合 に つ い て は み な し の 箇 所 に

印 を 付 す こ と 。

特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、 該 当 す る 事 前 調 査 の

該 当 す る 場 合 は 一 戸 建 て 等 に 印 を 付 す と と も に 、 同 規 程 に 基 づ く 講 習 の 実 施 機 関

の 名 称 を 記 載 し 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 及 び 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

査 者 と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る 者 と 認 め ら れ る 者 に 該 当 す る 場 合 は 、 そ の 他 に 記

し を 付 す と と も に 、 こ れ を 明 ら か に す る 事 項 を 記 載 す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 及 び 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、

解 体 等 工 事 の 対 象 と な る 建 築 物 等 に 使 用 さ れ て い る 全 て の 建 築 材 料 に つ い て 該 当

工 事 の 場 合 に 記 載 す る こ と 。

講 習 実 施 機 関 の 名 称 の 欄 に は 、 書 面 に よ る 調 査 及 び 目 視 に よ る 調 査 を 行 わ せ た

者 が 、 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 講 習 登 録 規 程 （ 平 成 30 年 厚 生 労 働 省 ・ 国 土 交

通 省 ・ 環 境 省 告 示 第 １ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査

者 に 該 当 す る 場 合 は 一 般 、 同 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者

に 該 当 す る 場 合 は 特 定 、 同 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 一 戸 建 て 等 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 に

□ □ ☑

解 体 の 作 業 の 対 象 と な る 床 面 積 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 解 体 作 業 を 伴 う 建 設 工 事

の 場 合 、 解 体 、 改 造 又 は 補 修 の 作 業 の 請 負 代 金 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 改 造 若 し く

は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設 工 事 又 は 工 作 物 の 解 体 、 改 造 若 し く は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設

□ □ □

□ □ ☑

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ ☑ □

耐火被覆材（吹付け材を除き 、 けい 酸カルシウム

板 第２種を含む 。
□ □ □

□ □ □

□ □

①目視　②設計図書等（④を除く。）

③分析　④建築材料製造者による証明 ⑤建築材料の製造年月日

吹付け材 □ □ □

□ □ □

建 築 材 料 の 種 類

事 前 調 査 の 結 果 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 判 断 の 根 拠

石綿有 みなし 石綿無

箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

□ □ □

□

✓

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

保温材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

煙突断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用折版断熱材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

仕上塗材 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレート波板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

スレートボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

屋根用化粧スレート ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

けい酸カルシウム板第１種 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

押出成形セメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

パルプセメント板 ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ビニル床タイル ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

窯業系サイディング ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

石膏ボード ① □ ② □ ③ □ ④ □ ⑤ □

ロックウール吸音天井板 ① ☑ ② □ ③ □ ④ ☑ ⑤ □

その他の材料 ① ☑ ② ☑ ③ ☑ ④ □ ⑤ ☑

備考 1

2

3

4

5

6

7

方 法 が 複 数 あ る 場 合 は 、 そ の 全 て の 箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

※ 印 の 欄 に は 、 記 載 し な い こ と 。

報 告 書 の 用 紙 の 大 き さ は 、 図 面 、 表 等 や む を 得 な い も の を 除 き 、 日 本 産 業 規 格

Ａ ４ と す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 の 欄 は 、 大 気 汚 染 防 止 法 施 行 規 則 第 16 条 の ５ 第 ３ 号 の 規 定 に

よ り 解 体 等 工 事 が 特 定 工 事 に 該 当 す る も の と み な し て 、 大 気 汚 染 防 止 法 及 び こ れ

に 基 づ く 命 令 中 の 特 定 工 事 に 関 す る 措 置 を 講 ず る 場 合 に つ い て は み な し の 箇 所 に

印 を 付 す こ と 。

特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、 該 当 す る 事 前 調 査 の

該 当 す る 場 合 は 一 戸 建 て 等 に 印 を 付 す と と も に 、 同 規 程 に 基 づ く 講 習 の 実 施 機 関

の 名 称 を 記 載 し 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 及 び 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

査 者 と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る 者 と 認 め ら れ る 者 に 該 当 す る 場 合 は 、 そ の 他 に 記

し を 付 す と と も に 、 こ れ を 明 ら か に す る 事 項 を 記 載 す る こ と 。

事 前 調 査 の 結 果 及 び 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 事 前 調 査 の 方 法 の 欄 は 、

解 体 等 工 事 の 対 象 と な る 建 築 物 等 に 使 用 さ れ て い る 全 て の 建 築 材 料 に つ い て 該 当

工 事 の 場 合 に 記 載 す る こ と 。

講 習 実 施 機 関 の 名 称 の 欄 に は 、 書 面 に よ る 調 査 及 び 目 視 に よ る 調 査 を 行 わ せ た

者 が 、 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 講 習 登 録 規 程 （ 平 成 30 年 厚 生 労 働 省 ・ 国 土 交

通 省 ・ 環 境 省 告 示 第 １ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査

者 に 該 当 す る 場 合 は 一 般 、 同 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者

に 該 当 す る 場 合 は 特 定 、 同 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 一 戸 建 て 等 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 に

□ □ ☑

解 体 の 作 業 の 対 象 と な る 床 面 積 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 解 体 作 業 を 伴 う 建 設 工 事

の 場 合 、 解 体 、 改 造 又 は 補 修 の 作 業 の 請 負 代 金 の 合 計 の 欄 は 建 築 物 の 改 造 若 し く

は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設 工 事 又 は 工 作 物 の 解 体 、 改 造 若 し く は 補 修 作 業 を 伴 う 建 設

□ □ □

□ □ ☑

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ ☑ □

耐火被覆材（吹付け材を除き 、 けい 酸カルシウム

板 第２種を含む 。
□ □ □

□ □ □

□ □

①目視　②設計図書等（④を除く。）

③分析　④建築材料製造者による証明 ⑤建築材料の製造年月日

吹付け材 □ □ □

□ □ □

建 築 材 料 の 種 類

事 前 調 査 の 結 果 特 定 建 築 材 料 に 該 当 し な い 場 合 の 判 断 の 根 拠

石綿有 みなし 石綿無

箇 所 に 印 を 付 す こ と 。

□ □ □

□

✓
✓
✓

✓
✓ 24

複製・転載を禁止します。



⽯綿含有の終了年が重要︕

アスベスト含有建材データベースを元に作成

⽯綿含有建材名 開始〜終了年
吹付け⽯綿 1962〜1975

⽯綿含有吹付けロックウール 1961〜1987（1980）

⽯綿含有吹付けバーミキュライ
ト 1965〜1989

⽯綿含有吹付けパーライト 1971〜1989

湿式⽯綿含有吹付け材 1964〜1989

煙突⽤⽯綿断熱材 1964〜1991

屋根⽤折板⽯綿断熱材 1958〜1983

⽯綿含有けい酸カルシウム板第2
種 1965〜1990

⽯綿含有耐⽕被覆板 1963〜1983

⽯綿含有保温材 1940〜1979

⽯綿含有建材名 開始〜終了年
⽯綿含有ソフト⼱⽊ 1960〜1966

⽯綿含有せっこうボード 1970〜1986

⽯綿含有ビニル床タイル 1952〜1987

⽯綿含有ロックウール吸⾳天井板 1964〜1987

⽯綿含有ルーフィング 1937〜1987

⽯綿含有ビニル床シート 1951〜1990

⽯綿含有壁紙 1969〜1991

⽯綿含有建築⽤仕上塗材 1970〜1999

⽯綿含有けい酸カルシウム板第1種 1960〜2004

⽯綿含有スレートボード・平板 1931〜2004

⽯綿含有スレート波板 1917〜2004

⽯綿含有押出成形セメント板 1962〜2004

⽯綿含有住宅屋根⽤化粧スレート 1961〜2004

⽯綿含有窯業系サイディング 1961〜2004

事前調査報告の⾒⽅ ポイント3 ⽯綿含有の可能性が⾼い建材に注意︕

25

26

事前調査報告の⾒⽅ ポイント3 ⽯綿含有の可能性が⾼い建材に注意︕

26

複製・転載を禁止します。
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